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139人
東京都豊島区
都市環境管理、循環型／低炭素化社会
構築、気候変動対策、中小企業海外展開
支援、環境ビジネス展開支援、国際環境
条約関連など
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持
続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
を
デ

ザ
イ
ン
し
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

専
門
家
集
団
の
エ
ッ
ク
ス
都
市
研

究
所
。「
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資

源
」「
都
市
空
間
・
地
域
社
会
」「
途

上
国
支
援
」
の
三
つ
の
領
域
に
お

い
て
、
地
球
環
境
づ
く
り
、
都
市
・

地
域
づ
く
り
な
ど
を
普
遍
的
な
社

会
的
課
題
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
解

決
方
向
と
し
て
、
低
炭
素
社
会
か

ら
さ
ら
に
一
歩
先
を
見
据
え
た「
持

続
可
能
な
脱
炭
素
社
会
」
の
構
築

を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

同
社
は
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

上
記
３
領
域
に
お
い
て
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
各
ツ
ー

ル
を
駆
使
し
、
課
題
に
対
す
る
実

現
可
能
な
処
方
箋
を
45
年
余
り
の

業
務
展
開
で
培
っ
て
き
た
。
サ
ス

テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
デ
ザ
イ
ン
事

業
本
部
、
環
境
政
策
研
究
本
部
、

国
際
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
本

部
、
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事

業
本
部
が
あ
り
、
各
組
織
の
専
門

性
を
発
揮
し
つ
つ
、
時
に
組
織
の

専
門
領
域
を
超
え
て
横
断
的
に
課

題
へ
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

パ
リ
協
定
や
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
な
ど
、
環
境

問
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
が

世
界
中
で
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
動
き
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

を
根
本
的
に
変
え
た
社
会
経
済
シ

ス
テ
ム
の
構
築
や
、
ま
ち
づ
く
り

を
追
求
し
て
き
た
同
社
の
行
動
理

念
と
マ
ッ
チ
し
、
同
社
が
活
躍
す

る
場
は
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。

　

求
め
る
人
材
に
つ
い
て
代
表
取

締
役
の
内
藤
弘
さ
ん
は
、「
環
境

づ
く
り
の
課
題
は
、
今
後
も
複
雑

化
・
複
層
化
し
、
解
決
困
難
な
も

の
と
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
こ
そ
が
当
社
が
存
在
し

得
る
背
景
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
そ
の
課
題
領
域
に
つ
い
て
深
い

関
心
を
持
ち
、諦
め
ず
に
考
え
続
け
、

自
分
の
成
果
に
対
し
て
妥
協
し
な

い
人
が
求
め
ら
れ
ま
す
」
と
話
し

て
い
る
。

環
境
分
野
の
課
題
解
決
で

選
ば
れ
続
け
る
プ
ロ
集
団

世
界
が
求
め
る
行
動
理
念
が

事
業
拡
大
の
機
会
を
生
む

専門性を高めて
交渉術を培う

相手国に利益をもたらす
寛容性がカギ

国際コンサルティング
事業本部

金地 晃史さん

九州大学法学部卒業

国内の環境NPOで
インターン

青年海外協力隊
（スリランカ／環境教育）
に参加

国内の環境NGOで
インターン

エックス都市研究所に
入社

　就職活動で、教授に国際協力のキャリアについて
相談したところ、「まず現場を見るべき」とアドバ
イスいただき、青年海外協力隊に参加しました。
　スリランカ・コロンボの廃棄物最終処分場に配属
され、最終処分場に搬入されるごみを減らすための
自治体支援、ごみの組成調査や、堆肥化施設の情報
収集などに携わることができました。当社への入社
は、スリランカで現在の上司と知り合ったことが
きっかけです。
　海外での現場に立つと、予期せぬ事態発生への対
応や、交渉の難しさを感じます。現地の人々の意思
を尊重しながら真

しん

摯
し

に交渉をする上司の姿勢から学
ぶ毎日です。時流に合わせて都市環境に関わる専門
性を高めて、いずれはアジアから中東、アフリカへ、
経済発展に伴って顕在化する各国の都市環境の社会
課題に挑戦していきたいです。

　入社1年未満ながら、現在はスリランカの西部州で、国際協力機構
（JICA）の技術協力プロジェクトの廃棄物管理マスタープラン策定支援
に携わらせてもらっています。スリランカは、経済成長や人口増加に伴っ
て廃棄物の排出量が増加中です。そのなかで、ごみの収集運搬、リサイク
ルや中間処理施設など多くの課題を抱えており、今後20年の廃棄物管理
が継続的に発展していくための指針となるマスタープランを作成します。
　私は業務調整をはじめ、マスタープラン策定のための現地での廃棄物管
理の基礎情報調査、パイロットプロジェクトとしての共同住宅での3R（リ
デュース、リユース、リサイクル）の住民啓発活動など、幅広く仕事に取
り組んでいます。
　上司が相手国の担当省
庁と合意形成を取りつつ
プロジェクトを前に進め
る姿を見て、自身として
その難しさを痛感してい
るところですが、相手国
のためにもしっかり貢献
していきたいです。

スリランカで廃棄物管理の担当者と
状況把握のための調査を行う

第7回アフリカ開発会議（TICAD7）にて「アフリカの
きれいな街プラットフォーム」での活動紹介


